
●小　児　科　学

★研究概要
　小児科学教室の平成９年度の研究活動は、(A)免疫・アレルギー・感染、(B)神経・発達、(C)
内分泌・代謝、(D)心臓・血管・腎、(E)血液・悪性腫瘍、(F)未熟児・新生児の６つの分野を中
心に行われた。
(Ａ)免疫・アレルギー・感染部門
　免疫・アレルギー・感染部門は、厚生省原発性免疫不全症候群研究班の分担研究者として、
原発性免疫不全症の診療と病因、病態、治療法の解明に関する研究のなかで、CD８欠損症
（ZAP-70欠損症）の病因と病態の解析を行った。また、文部省科学研究費基盤研究Ｂ、厚生省
科学研究西間班、日本学校保健会委託研究、公害被害補償予防協会委託研究などで、小児アト
ピー性疾患の病因、病態の解明と新しい治療法の開発に関する研究として、抗原レセプターを
介するリンパ球細胞死の機構の解明、ヘルパーＴ細胞の選択的分化機構の解明、気管支喘息の
発症予測と予防法の解明、アトピー性皮膚炎の治療ガイドラインの作製、アトピー性皮膚炎小
児の学校生活における指導法の作製などの活動を行った。
(Ｂ)神経・発達部門
　神経・発達部門は厚生省心身障害研究前川班の分担研究者として「発達的な観点から見た効
果的な療育指導の在り方について」研究者を組織し、出生時から学童期以後までの様々な障害
児・者の問題を列挙・整理し、保健所などでの療育指導のためのマニュアル作りを行った。文
部省科学研究費重点領域研究の公募班員として、新生児・乳児の光刺激によるfunctional MRIの
検討、更には難聴者の手話・指文字・読唇などの施行時のfunctional MRIを行った。新生児では
出生直後より視覚野が光に反応して活性化されること、脳障害の症例では反応のない事などを
明らかにし、難聴者のfunctional MRIではコミュニケーション手段の違いと、脳活性化部位の違
い等についていくつかの新しい知見を得た。
(Ｃ)内分泌・代謝部門
　臨床研究としては、下垂体疾患などの内分泌疾患から糖代謝異常症・有機酸代謝異常症など
の先天代謝異常症までを対象に幅広く行っているが、本年度は、特に糖尿病患者の腎合併症と
レニン-アンギオテンシン系遺伝子多型の検討、GH遺伝子欠損症における治療法の検討、自己
免疫性甲状腺炎症例の成長障害に対する治療法の検討などを行った。有機酸代謝異常症やステ
ロイドホルモン産生異常症の質量分析計による化学診断も共同研究として継続している。基礎
研究では、本邦における糖代謝異常症FBPase欠損症の遺伝子解析がさらに進展し、またFBPase
発現調節領域の解析も進めた。質量分析計による新しい新生児マススクリーニングのパイロッ
トスタディについては、精密測定のための技術的改良を加えるともに、福井県下及び他府県の
関連医療機関の協力を得て、更に多くの新生児を対象として行った。ウイルソン病のマススク
リーニングでは、独自の取り組みとして３歳児健診との連携を検討した。内分泌学的研究とし
ては、成長ホルモン分泌調節における一酸化窒素の関与について検討した。
(Ｄ)心臓・血管・腎部門
　循環系機能のシミュレーション、心電図を用いた川崎病による心筋障害の検査先天性心疾患
における心内刺激伝導系の電気生理等に関する研究を続行している。また、腎臓グループと共



同で、川崎病の患者における葉酸代謝系酵素の遺伝子多型性によるホモシスチン代謝異常の影
響の検討を開始した。腎部門は、新生児の超音波診断装置による尿路スクリーニングを行い、
低形成腎が男児300人に一人という高頻度で認められ、いずれも膀胱尿管逆流を伴っているこ
と、つまり従来後天的な腎傷害と見なされてきた膀胱尿管逆流に伴う腎傷害のうち、男児にお
いては先天的な要因が大きな役割を占めていることを明らかにした。また、超音波診断装置に
よる膀胱尿管逆流の診断法や腎生検法、尿路感染症の再発防止法について報告した。さらに、
小児のネフローゼ症候群の治療法について、他の病院の協力により多施設共同研究を行い、ス
テロイド投与量について、またアザチオプリンの有用性について学会発表した。
(Ｅ)血液・悪性腫瘍部門
　血液・悪性腫瘍部門は、白血病等の造血器腫瘍や神経芽腫等に対して化学療法、同種骨髄移
植を行っている。可溶性CD44測定や、遺伝子学的手法を用いたDNA、RNAレベルでの診断や治
療効果の評価を行い、治療計画への応用について検討している。また二次性白血病等の造血器
系における晩期障害の機序を明らかにするために、骨髄移植や強力な化学療法がテロメアDNA
におよぼす影響について検討を加えた。
(Ｆ)未熟児・新生児部門
　未熟児・新生児部門においては、当科で経験された臨床的に非常に示唆に富む症例を誌上発
表した。すなわち、Wilson－ Mikity症候群、Prune belly症候群、アレルギー性腸炎の３例であ
る。臨床研究としては、乳児の一酸化窒素代謝を評価した研究を中心に誌上発表した。また、
早期ステロイド療法の未熟児慢性肺疾患予防効果について報告した（小児医療研究委託事業
［小児呼吸・循環器疾患の病態・治療および長期予後に関する研究］による助成を受けた)。基
礎研究としては、未熟児貧血の治療薬として臨床応用されているエリスロポイエチンの血管薬
理作用および一酸化窒素の赤血球産生調節機構について誌上発表した（横山臨床薬理財団およ
び財団法人腎性貧血研究会より研究助成を受けた)。
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